
議会のあり方調査特別委員会 広報検討分科会 記録 
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  北村  勝  岡田 善行  品川 幸久 

   

 

     

欠 席 委 員 名  － 

署    名    者  － 
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協 議 案 件 

１ いせ市議会だより第 54 号の発行について 

 ２ 議会のＩＣＴ化について 

 ３ その他 

 

 

 

 

 

 

 

説  明  者 

山口調査係長、野村主事 

  

  

 

 

 

 

 

 

伊 勢 市 議 会 
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会議の概要 

浜口会長が開会を宣言し、直ちに会議に入り、「いせ市議会だより第 54 号の発行について」

及び「議会のＩＣＴ化について」を議題として協議し、議会のライブ（生）放送に関しては、

慎重な議論が必要となるため、もう少し調査検討していくこととなり、分科会を閉会した。 

なお、詳細は次のとおり。 

 

協議の内容 

１ いせ市議会だより第54号の発行について 

（１）発行日程について 

２月 15 日号の広報いせと同時配布を予定した日程が了承された。 

なお、次回の広報検討分科会は、12 月 19 日水曜日の本会議閉会後、次々回は、平成

31 年１月 16 日水曜日の午前 10 時に開催することに決定した。 

 

（２）掲載記事構成について 

 記事構成について、事務局から説明があり、異議なく了承された。 

 

 （３）表紙の題字について 

修道小学校児童から提出された習字の中から、各委員それぞれ２作品を選び、最も得

票数の多い作品に決定した。また、今年度題字を募集した４校のうち、有緝小学校（平

成 31 年５月１日号）、早修小学校（９月１日号）については、年度が変わると賞品の贈

呈等で合理性に欠けるため、この２校については翌年度の発行となるが、今年度内に採

用作品の決定をしておくことを確認した。 

 

２ 議会のＩＣＴ化について 

（１） 書画カメラの活用について 

前回、議場の書画カメラ活用の協議がされ、要領の改正については、現状の解釈のま

まで運用ができるものという判断に至ったことの説明が事務局からあった。また、11月

26 日の議会運営委員会において、当分科会の協議を受けて、同様に書画カメラの活用に

ついて議論がされ、12 月定例会からパネル等取扱い要領と同様に、書画カメラを活用し

ていくことが決定されたことの報告があった。 

 

（２） 議会放送について 

議会のライブ（生）放送に関しては、実施にあたっては全議員の合意形成も含めて、

慎重な議論が必要となるため、当分科会内でもう少し調査検討していくこととなった。

また、常任委員会等の録画放送を優先して実施してはどうかとの意見もあり、これにつ

いても同様に各会派に一度持ち帰り、分科会外委員の意見も集約したうえで、今後協議

していくことを確認した。 
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３ その他 

   会派での視察や研修の所感報告について、市民から公開を求める意見があったことが

紹介され、今後どうしていくか議論が必要であることの提案があり、各会派の意見も取

り入れていくこととなった。 

    

次回開催は、12月 19 日水曜日の本会議閉会後に開催することと決定し、閉会した。 

 

上記署名する。 

 

 平成 30年 12 月３日 

 

会  長 


